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都市計画の検討状況 物流地区 ～次世代基幹物流施設～

新たなインターチェンジ

旧上瀬谷通信施設地区の将来のまちづくり 2025年現在 GREEN×EXPO2027 2030年代前半 このあたりのまちづくり

・事業者のプレスリリース資料
（令和7年８月19日）より抜粋し注釈を補記

・現時点で事業者が想定するイメージであり、
今後 変更になることがあります

Q： 「次世代基幹物流施設」とは？

A： ・ 高速道路インターチェンジからの直結路により自動運転トラックの受入れを可能とする物流施設で、同様の

施設が京都府城陽市などでも計画されています。

・ 物流の大動脈である東名高速道路から新名神高速道路までの東西に「次世代基幹物流施設」が整備される

ことで、社会課題となっているトラックドライバー不足の解決や物流効率化、周辺の地域産業の活性化など

が期待されます。

・ 整備する施設は、２０５０年脱炭素社会の実現を目指し、太陽光などの再生可能エネルギー等の活用を予定し

ています。また、壁面緑化や屋上緑化などによる多様な緑化空間の形成や、環状４号線沿いの連続的な桜並

木の継承とともに、来街者や住民が憩える広場の整備なども行われる予定です。

従 来 別々に輸送、輸送のムダが発生 将 来 物流の自動化・省人化や環境負荷低減に寄与

自動運転トラックで
まとめて輸送
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〇 地区計画に定める土地利用の方針 （案）

〇 都市計画手続の流れ（予定）

防災・公園地区に整備する広域防災拠点の機能を最大限に発揮するとともに、市民の暮らしや経済の

活性化に繋がる安定的な物流の確保を目指し、東名高速道路と旧上瀬谷通信施設地区を直結する新たな

インターチェンジの整備に向けた検討を進めています。

このたび、右にお示しするとおり、道路の線形や、構造等の施設計画案がまとまりました。今後は、環境

影響評価の手続きを進めるとともに、年度内に都市計画手続きに着手していきます。

Q：どんなインターチェンジになるの？

A： 旧上瀬谷通信施設地区内に出入口を設け、東名高速道路

の東京方面・名古屋方面に乗り降りできるインターチェンジ

として計画しています。

農業振興地区は、地域からの要望や環境影響評価審査会

での意見等を踏まえ、営農環境への影響が極力少なくなる

よう、地下式としました。
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旧上瀬谷通信施設地区のまちづくりの方針や、土地

利用の考え方をとりまとめた土地利用基本計画（令和

２年３月策定）や、デザインノート（令和５年２月策定）を

踏まえ、４地区の「土地利用の方針」を地区計画に定め

ます。

また、物流地区については、施設計画の調整が整っ

たため、緑地の設置や建物の用途の制限などの、土地

利用に関するルールをあわせて定めます。

令和８年秋頃の都市計画決定を目指します。

【済】 【済】 ※公述の申出があった場合

高速道路




